
「新たなつながりづくり」社協つながりプロジェクト

運営団体基本情報

● 運営団体名
社会福祉法人
江南市社会福祉協議会

● 代表者名 会長 石川 勇男 ● 所在地 愛知県江南市古知野町宮裏121番地

● スタッフ構成
生活支援コーディネーター3名（第1層1名、第2層
3名）※第1層1名は第2層も兼務）

● 運営財源 生活支援体制整備事業の委託費（江南市 委託事業）、社協事業費（社協会費、共同募金等）

● 連絡先 TEL: 0587-55-5262 Mail: info@konan-shakyo.or.jp
● ホームページ（参
考情報） http://www.konan-shakyo.or.jp/

新型コロナウイルス感染症拡大前の事業概要

● 対象者層 ※感染拡大以降に新規プロジェクトとして実施 ● 活動頻度 ● 活動場所

● 活動の形態 ● 平均利用者数 ● 利用料金

具
体
的
な
活
動

●新型コ
ロナウイ
ルス感染
症拡大前

第１、２層の生活支援コーディネーターが、住民や関係団体と協力しな
がら、住みなれた地域で自分らしく暮らし続けるため、地域の支え合いの
しくみを支援。好事例の情報発信、資源開発のきっかけとして、「みんな
で考え、みんなでつくる地域の支え合い事例集」を作成する等、地域づく
りを推進している。

住民が運営する地域の居場所活動（ふれあいサロン）は、市内35か所
（活動分野は、地域、高齢、精神障害、国際交流等）

●新型コ
ロナウイ
ルス感染
症拡大後
の取組と
工夫

コロナウイルス禍の中、サロン活動の再開の目途が立たず、自宅待機と
なり、スタッフや参加者、生活支援コーディネーターとの関わりがなくな
る中、サロンとのつながりづくりを目的とした「社協つながりプロジェク
ト」を企画。サロン団体へ状況確認とプロジェクト協力確認を含めたアン
ケート調査を実施。「自宅でできること、自分のできること」をテーマに、
3つの呼びかけを行った。
①家庭菜園の野菜の寄付（くらしに困った方、子ども食堂へ活用）
②手作りマスク等の寄付（マスク不足の方々、サロン団体へ活用）
③絵手紙等の工作品の寄付（サロン団体へ活用）
サロンより協力し寄付いただくものは、生活支援コーディネーターが屋

外で距離を十分確保しながら受け取る対応や集まる時間を短く対応する等
の感染予防を講じながら受け取りを実施。寄付いただいたものは、サロン
活動支援として、マスクや衛生用品、工作品等を詰め合わせた「サロン応
援パック」、くらしに困った方へ野菜の寄付を詰め合わせた「社協つなが
りBOX」を準備し随時、活動再開するサロンや社協窓口に相談に見える方
へお届け（短時間で説明できるよう、事業概要のチラシを作成し同時配
布）。協力いただいた方の紹介や活用先についての循環の仕組みを伝える
ために、社協ホームページ内にて「つながり報告」として掲載している。

●取組の効果

コロナウイルス禍の中、プロジェクトを通じて、スタッフや参加者同士
で声を掛け合うきっかけとなり、声かけ活動にもつながった。

サロン活動が中止になる中、プロジェクトで自宅から協力できる「新た
なつながり」が生まれ、社会参加へとつながっている。

サロン団体を対象に開始をしたが、活動に賛同した地域の方々からも協
力をいただき、くらしに困った方への食糧支援やマスク不足の方への支援
等にもつながった。

事例75 分類：

［活動の特徴と新型コロナウイルス感染症対策］

●活動経費

〇 サロンスタッフ、参加者からの野菜やマスク、工作品等の寄付。
〇 共同募金
・サロン応援パック（サロン団体への衛生用品の詰め合わせ）
・社協つながりBOX（くらしに困った方※への野菜の詰め合わせ）

※生活困窮者自立支援制度 特例貸付相談者へ無料提供対応

●その他、
特記事項

【社協つながりプロジェクト】活動状況（～7月17日）
・サロン応援パック（サロン再開の後押し支援 ー 10団体お届け）
・社協つながりBOX（相談者延べ 63名にお届け）
・協力者180名（サロン団体、近隣住民等）
・寄付いただいた物：①野菜（きゅうり、たけのこ、トマト、タマネ

ギ、ゴーヤ等：1kg×10箱）②マスク（440枚）③工作品（35点）

★市町村基本情報
愛知県江南市 愛知県尾張北部に位置する。
人口 100,502人 高齢化率27.5％（2020.6 現在）

居場所 相談アウトリーチ 学習支援 見守り 地域づくり住民主体
記入日：令和 ２年 ７月 １７日
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